
全窒素 ＡＮ ＮＮ リン酸 カリ 苦土 マンガン ホウ素 鉄 銅 亜鉛
モリブデン

石灰

ワンタンクＡ・いちごnew（粉体） 10kg 10.0 1.1 8.0 16.0 33.0 - 0.21 0.29 0.5000 0.0253 0.0529 0.0124 -

ワンタンクＡ・とまと（粉体） 10kg 10.0 1.6 8.4 13.0 36.0 - 0.21 0.29 0.4722 0.0239 0.0499 0.0117 -

ワンタンクＢ液11（液体） 20kg 8.0 - 8.0 - 2.0 3.5 - - - - - - 11.0

ワンタンクＢ液6.3（液体） 20kg 7.0 - 7.0 - 3.0 3.5 0.03 0.05 - - - - 6.3

ワンタンクＢ液3.5（液体） 20kg 5.3 - 5.3 - 2.0 2.0 - - - - - - 3.5

品名

保証成分（％） 配合成分（％）

規格

・果菜類・花卉類の隔離栽培、養液土耕栽培に適しています。

・使用原水により、溶解しづらい場合がございます。その場合は当社溶解助剤『おしょうさん-Ｎ』を１００リットル
濃厚原液タンク当たり ０.１リットル投入後にワンタンク肥料を溶解するか、２００リットル濃厚原液タンク当たり
１セット（ワンタンクＡ×１、ワンタンクＢ液×１）を溶解してください。

ワンタンクＡ・いちごnew＆Ｂ液 ワンタンクＡ・とまと＆Ｂ液

・多くの作物（果菜類・花卉類）に広く使用でき

る園試標準に類似した肥料組成です。

・多量要素はもちろん微量要素まで過不足

なくバランス良く供給できます。

・厳寒期でも優れた肥効が期待できます。

・収量、品質等、生産性が向上します。

・使用原水に含まれるカルシウム、マグネ

シウム、硫酸イオンを考慮し、微量要素を

強化したいちご専用の処方です。

・原水中にカルシウムが多く含まれている場合、

Ｂ液は下記の基準で選択してください。

原水中のカルシウムが３０ｐｐｍ以上含まれる場合はＢ液６.３

原水中のカルシウムが５０ｐｐｍ以上含まれる場合はＢ液３.５

・収量、品質等、生産性が向上します。
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ワンタンクＡ・いちごnew＆Ｂ液の濃厚原液の作り方

１セットで１００ℓの濃厚原液が調製できます。

①ワンタンクＡ・いちごnew １０kg(１袋)を約 ６０ℓの水に溶かします。

②完全に溶けてからワンタンクＢ液 ２０kg(１箱)を加えます。

③最後に水を加えて １００ℓにします。

④調製した濃厚原液を草勢に合わせて６００倍(肥料ＥＣとして０.４)以上に

希釈して施肥します。

給液倍率 ６００倍（肥料ＥＣ ０.４）とした時の給液濃度とバランス
（全窒素の濃度を１０ とした時の各要素の比率、原水に含まれる成分は加味しておりません。）

※下表はワンタンクＢ液１１を使用の場合

１セットで１００ℓの濃厚原液が調製できます。

①ワンタンクＡ・とまと １０kg (１袋)を約 ６０ℓの水に溶かします。

②完全に溶けてからワンタンクＢ液 ２０kg(１箱)を加えます。

ℓ

ワンタンクＡ・とまと＆Ｂ液の濃厚原液の作り方

組成バランス
10 0.4 9.2 6.2 14.2 8.5 2.7

給液濃度/ppm
43.3 1.8 40.0 27 62 37 12

内原水濃度/ｐｐｍ

微量要素 マンガン ホウ素 鉄 銅 亜鉛 モリブデン

給液濃度/ppm
0.35 0.48 0.8300 0.0420 0.0880 0.0210

内原水濃度/ｐｐｍ

マグネシウム多量要素 リン酸 カリウム カルシウム全窒素 アンモニア態窒素 硝酸態窒素

③最後に水を加えて １００ℓにします。

④調製した濃厚原液を草勢に合わせて３００倍(肥料ＥＣとして０.８)以上に

希釈して施肥します。

給液倍率 ３００倍（肥料ＥＣ ０.８）とした時の給液濃度とバランス
（全窒素の濃度を１０ とした時の各要素の比率、原水に含まれる成分は加味しておりません。）

※下表はワンタンクＢ液１１を使用の場合

組成バランス
10 0.6 9.4 5.4 15.4 8.5 2.7

給液濃度/ppm
86.7 5.3 81.3 47 133 73 23

内原水濃度/ｐｐｍ

微量要素 マンガン ホウ素 鉄 銅 亜鉛 モリブデン

給液濃度/ppm
0.70 0.97 1.5700 0.0800 0.1660 0.0390

内原水濃度/ｐｐｍ

マグネシウム多量要素 リン酸 カリウム カルシウム全窒素 アンモニア態窒素 硝酸態窒素


